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吸着技術の産業応用
～基礎知識・吸着剤の特性・技術応用事例～
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吸着技術の産業応用～基礎知識・吸着剤の特性・技術応用事例～　書籍

☆環境・バイオ・エネルギー分野での吸着技術の応用事例と利用される吸着剤の特性を学べる。

【本書のポイント】　

◎吸着とは何か？吸着技術を利用する上での疑問を解決。
・物質の吸着評価を行う上での吸着平衡・吸着等温線の考え方と測定方法
・空気中と水溶液中で吸着量はどう測定するか？注意点・前処理を解説
・吸着材(剤)の何が、吸着量に影響するのか？各要因を詳細に解説

◎吸着材(剤)を選定する上での、産業利用の向き・不向き・吸着プロセスが解る。
・活性炭・ゼオライト・イオン交換樹脂・ソフト多抗体錯体の吸着の性質を詳述
・各吸着材の吸着性能や適用例など掲載

◎吸着技術の応用事例により吸着剤を利用した際の注意点や検討時の着眼点を応用できる。
・脱臭、除湿、排水、一酸化ガス処理、脱硝処理、水素吸蔵、ヒートポンプ、抗体精製、金属回収、
　園芸用CO2回収等
・利用されている吸着方法・吸着剤・装置・周辺基礎知識を各専門家が事例をふまえ解説

◎材料の分子吸着特性は機械学習・計算機科学で可能か？現状での到達点を紹介
・バイオマテリアル利用をふまえた材料のDNAやタンパク質吸着量の予測方法論はあるか？
・材料の吸着シミュレーションを行う上で、どのような因子があり、機械学習をアプローチすべきか

詳細HPは「情報機構　BA230201」
もしくは「情報機構　吸着技術 書籍」検索！
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